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雄鶏並に去勢鶏への漉胞ホノレモンの影響

森 康 男本

Effect of follicular hormon on the growing cock， 
particularly on the secondary sexual character 

By 

Yasuo MORI 

緒 論

実験的に鳥類の性徴を転換せしむる方法としては現

在次の四種類が知られている。 (1)生殖腺除去に依る

方法， (2) x-~泉に依る方法， (3)生殖腺移植に依る

に林文平助教授の御懇切なる御指導と御援助を感謝す

る。

実験材料及び方法

1. 材 料 実験材料として用いた鶏は白色レグ

方法， (4)ホルモン注射に依る方法 ホーン種で、5月 10日に鮒化したものである。その中

由来 雌性の家禽類が自然的に雄性化ずる例に から雄ヲヒ選別し鱗化後 89日目 (8月7日)より実験

ついては Boring& Pearl ('18)， Crew ('23)等の研 を始めた。比較鶏，実験鶏夫々 20羽宛，合計 40羽

究が~る。 Goodale ('16)が生殖腺除去の方法に依る (第1表〉を用い，叉勿論これ等は同ーの飼養管理の下

人為的性転換の研究を発表して以来2 この種の研究が に於いて飼育した。

多数の学者によって進められて来た。 Benoit('23)， 

Zawadowsky ('26)， Domm ('29)，増井 ('35a， b， 

'42)，西国 ('36)等の研究が現れた。これらは皆雌性

より雄性への実験的性転換を報告している。

林 ('43)は X一線で維の若雛を処理して生殖腺の発

育を阻止した結果と同様なる去勢鶏を作り得る可能性

急ることを指摘している。更に林 ('47)は憾胞ホルモ

ンを注射して雄鶏の性徴への影響あるや否やの実験を

行ったがp 大体に於いて x-線処理に依る性徴への影

響と殆んど同様な結果を得ることが出来た。即ち澱胞

ホルモンを注射した若雛は完全にその皐丸は退化的発

育そ示し第二次性徴も殆んど雌鶏の方向に傾ぎ手術に

依る去勢鶏と同様なものが薄られた。

著者は雄鶏並びに半去勢鶏(右側皐丸除去〉へ憶胞

ホルモンを注射し上記の如き実験の追試と同時に半去

勢鶏への注射の結果に就いて，その動向を観察して見

た。ここにその結果を報告する。

この実験を行うに当って指導教官犬飼哲夫教授並び

勢北海道大学農学部動物学教家

第 1表実験材料

レULL，
 

実験区較 区

正常雄鶏

2. 方 法 去勢の方法は体駆を側位に固定し，

後端の2*の肋骨聞を切開して行った。全去勢鶏の時

以両側面より半去勢鶏の時は右側片面より行った。皐

丸は脊推骨の下部所謂背部の正中線に近〈在在しそ

れ在皐丸を以て完全に摘出して行った。

注射に用いた澱胞ホルモンとしては天然卵胞ホルモ

山 エストロシ ClsH2202の製剤!日を三種類p 即ち油

性のものく1cc=10， 000 1. U.， 0.5 cc=10， 000 1. Uふ

水溶性のもの (1cc=500 M. U.) と結晶浮滋液のもの

(0.5 cc=10， 000 1. Uうである 0 1回の注射量は 0.25cc

で2日おきに行い， 13回注射した。即ち第2表に示す

1) 帝国臓器製襲発売
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月

第 2表ホルモ ν 注射用量
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11. 

如<8月8日に始まり最初は}向性のもの(lcc=10，000

1. U.)を1回3 結晶浮j持液のものく1cc=10， 0001.U.) 

を 1回 1週間おいて次の油性のものく0.5cc = 10，000 

1. U.)を3回3 更に1週間おいて最後は水溶性のもの

(1 cc=500 M. U.)を4回， 11向性のもの (lccニ10，000

1. U.)を4回3 都合8回レて 11月5日(実験開始後

90日目)に終った(第2表〉。油性.水溶性3 給品浮

雄液のものとを合計して考えると，注射全量は 1羽に

つき 3.25ccとなる。凡て胸部の皮下に注射した。

前記の様にこの実験は勝化後 89日目から始まり p

204日目 (12月 1日p 実験開始後 115日目〉に終っ

た。この期間中の性徴の変化即ち肉冠p 羽装及び体重

等の如ぎ第二次性徴に就いて観察を行った。

肉冠の発育の測定は暗号に接ずる前端から後端の突起

までの長さ L と院の上の一定場所に於ける最も高い

部分の高さ H を選び LxHで示して見た。

実験開始後 115日目にて全部屠殺し精巣等の第一次

性徴の変化を検した。

実験結果

実験の結果を比較区並びに実験区の5郡夫々に就い

て見ると次の如くでるる。

1.比較区(正常雄鶏，半去勢鶏，

全去勢鶏)

1. 正常雄鶏

1) 肉冠及び羽装・・・実験開始のときFは実験鶏区よ

第 3表正常雄鶏
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711 運動旺3 食欲旺
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189 雄性行動をとる。

239 肉冠著しく紅潮。

277 肉冠，羽装共に雄型を示す。

383 I 

491 ! 

622 1 
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886 I 肉冠合型p 羽装合型
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り小さかった肉冠は勝化後204日目に至る聞に於いて

急激に増大した(約10倍となる〉。肉冠は頭上に強〈付

着直立Lその質は綾密で色は鮮紅色を示した。実験開

始の時より強健で生長が早く早熟であり，府化後 120

日-150日で性的行筋に於いて雄性でるることを硲認

することが出来る。羽装に於いても完全に雄性でるる

(第 1，5図，第3表〉。

2) 体重・・・・実験開始の時より漸次増加を続け，約

4倍の 1，280gr.となる。 1年令個体の雄鶏を若雄

(cockerel)と云うが，この標準体重は 2，500gr.と云

うから，この実験後に於いても信重量の増加は続くも

T 

! 
3000 

， 

//，/ 

/ 泊。2500 

。。町田

..------1E常主主購
一 一半去勢揖 ' 
ー一一一ー全去野田
一-ー晶正常雄曲1:ホY 宅y注射
一一一一半去努簡にホF司，~注射 4 J 

"。

/ /  〆 ./ー-

lÐOO~ 。

......・、‘.--- 、、.

，で

』 ‘~~--‘. E 翼瞳附 12汀国掴 岨 51 田市 78 106. 115 し 後の回数

DAYS 7 1924 305 20 28 9 18 24 由 1
ー-8g-ーー『同-9月一一ー.，‘ー-10月一-->，←-11月一ー州←'12n-

第 1図 比較鶏及び実験鶏の肉震の変異

くLx H，平均〉

($際化f<It89日目より 204日目まで〉

のと考えられるく第2図，第3表〉。

3) 精巣・・・解剖により輸精管はよ〈発達し，肉眼

にても分明細状となっていることを認めた。皐メLの大

をさは左側 42.1x 21.2mm，右側 43.3x 18.8 mm  

で前者は後者より丸味の怠る形をしていた(第 10図〉。

顕微鏡で皐丸の組織を見ると細精管は極めて大きく，

その中には活溌なる生殖細胞の発育を見ることが出来

る。即ち精子形成が盛に行われ，精祖胞細，精母細胞，

娘細胞等凡べての種類の生殖細胞が含まれ無数の精子

が作られている(第 15，16図)。

2. 半去勢鶏

1) 肉冠及び羽装・・・・肉冠は去勢手術後 12日目(8

月 19日〉頃まで縮小したが 23日目には元の形の大

をさとなり，約 28日間この状態を保ったが 51日目

(9月28日〕を過ぎる頃より次第に大ぎ〈なった。そ

れに伴い，色も鮮紅色をおび正常の雄と区別が判然と

つかない様になった。併し羽装は頭羽，背羽及び尾羽

以短い羽毛で覆われ梢中性に傾いた。距の発育は豆状

となり尖端は鈍で、あった(第 1，6図，第4表〉。

2) 体重・・・・笑験開始のとき?より漸次増加したが2

80日目頃より約 30日間変化な<:，その後急、に増加し
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10冊

筏同

ー-----.Dol宮緯箇

←一一ー半去f)畠
』一一一一金去努薗
ーー一 正官瞳量に，.'"宅 Y注射
・ーー一 半去勢闘にホP司，~注射

? 詞!l!17…掴田 胡目田担 1冊目5
1 後の臼世

L->DAys7 19..剖 6 国田 -9 1824 22 

-8R-一一剖←一-9月一ー-.，1.-.-10JJ--I'I "'--11 s一一→..-12R・

第 2図 比較鶏及び実験鶏の体重の変異

くGRAM，平均〕

($際化後 89日目より 204日自主で〉



150 北海道大学農学部紀要

第 4表半去勢鶏

実験月日 摘 要
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た。開始のときの 300~-480gr.そ平均 360gr.)から 3. 全去勢鶏

115日目には1.060-1， 360 gr平均 (1，212gr.)とな り 肉冠及び羽装・・・・去勢後肉冠及び顔色は正常の

り，約 3.4倍の増加を示Lた(第2図p 第 4表〉。 維の鮮紅色を失い淡紅色となった。皮膚国は乾燥し 7

3) 精巣・・・・墨丸は丸味のるる需品、形を示したが， ケ(雲目的に覆われた。雄性行動モ現わさず動作が不

大ぎさは 14.5x 5.6mmでるった。輸精管は肉眼的 活援となり「トキ」をつぐらなかった。姿勢も正常の

には左側は線状となって見えたが，充分に成熟してい 維の如き頭を高〈胸を張ることがなし叉誇張した歩

るとは云えないし右側は分明と見ることが出来なかっ き万も Lなかった。去勢後 28日日 (9月5日〉頃ま

た。右側に皐丸はなかった(第11図)。顕微鏡で皐丸 で、極度に肉冠は小さ〈なったが， 63日目 (10月9日)

の組織を見ると細精管の発育は甚だ惑しその大きさ 頃になると去勢後より和大き〈なったがp 後そのまま

が非常に小さく，その内部には唯一層の精原細胞の細 の状態を続け，雌型の傾向を現わした。羽装について

胞層を含むのみで，精細抱の存在など全然見られない は梢中間型を現わした(第 1，7図，第5表〉。

く第 17図)0 2) 休重・・・・去勢後漸次増大したが 28日目 (9月

第 5表全去 勢 鶏
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5日〉を過ぎる頃より急激に増加し 90日目 (11月 6

日〉頃まで続いた。その後も暫進的に増加した。開始

のとき 380~-500gr・く平均 430gr.)が 115日目にな

ると 1，260-1，700gr.(平均 1，420gr.) となり約 3.3

倍の増加を示した(第2図，第5表〉。

3) 精巣・・・解剖観察したが3 完全に去勢されたた

め勿論主義丸はなく輸精管も肉眼にては見られなかった

(第 12図〉。

II. 実験区(正常雄鶏及び半去勢鶏に

ホルモン注射したもの〉

1. 正常雄鶏に*'レモン注射

1) 肉冠及びヨヨ装・・・・ 5回目の注射 (19日目， 8月

26日〉の頃は肉冠の変化は見られなかったがp その後

漸次増大し 63日目 (5回目の注射後 43日目， 10月

9日〉より急に大ぎくなったが， 7回目の注射 (71日

目， 10月 17日)の頃よりそのままの状態を 115日目

(12月 1日〉まで続け雌型の傾向を現わした。一投に

肉冠の色は淡紅色を示l."，右側に折れ曲っているのが

多く歯も細かに分れていた。羽装については頚羽，背

羽及び尾羽は震かく雌型の傾向を強〈した。動作は不

活援となり向距の発育伸長は認められず豆状を呈して

いた(第 1，3図，第6表〉。

2) 体重・・・ 7回目の注射 (71日目， 10月17日〉

の終る頃まで順次増加していたが3 注射終了後 16日

目 (106日目， 11月 22日〕まで緩やかとなったがp

その後急激に増加を示した。実験開始のとぎ 260-

320 gr.く平均 290gr.)が 115日目になると 1，120-

1，320 gr. (平均 1，200gr.)となり約4倍の増加を示

した(第2図，第6表〉。

3) 精巣-…解剖観察するに右側の皐丸は細長<， 

左側は丸味をおびていて小形をしていた。大ぎさは右

側は 14.5x 4.0mm，左側は 11.2x 5.3mmでまうつ

第 6表 正常雄鶏にホルモ y 注射したもの
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た。輸精管は発達していなし肉眼にては分明と線状

をしていた(第8図〉。顕微鏡にて組織を見るにp 細精

管の発育甚だ悪<，その内部には唯一層の精原細胞の

層が存在するのみでs 精細胞の存在なと、全然見られな

い(第四図〉。

2. 半去勢鶏にホJレモン注射

1) 肉冠及び羽装 ・・肉冠は 12日目 (8月19日，

3回目の注射〉まで縮小を続けたが，このままの状滋

を 51日目 (5回目の注射後 31日目 9月 28日〉

まで続けた。 6回目の注射 (68日目， 10月 14日〉

を行う頃になると実験開始のときより精大きくなった

が，それ以後は余り増減を示さなかった。 10月 14日

(6回目の注射〉の頃より肉冠の色は淡紅色を皇し肉

歯も細かに分れ3 雌型の傾向を強くした。羽装につい

ては!lll'i羽3 背羽及び尾羽は短L、羽毛で覆われてL、た。

併し鞍羽は長い羽毛で覆われていた。体駆は一般に丸

味をおび噌雌型の傾向を強<L-た(第1，4図，第7表〕。

2) 体貫-ー-体の生長に従い3 規則的に増大したが

78日Fcl(10月 23日 9回目の注射〉頃より約 1カ

月間余り増加しなかったが 106日目(注射終了後 16

日目， 11月 22日〕より急に増加を示した。実験開始

のと舎の 260~480gr. (平均 334gr.)から 115回目

には 920-1，420gr. (平均 1，091gr.)となり約 3.3

倍の重量の増加を示した(第2図，第7表〉。

3) 精巣・・・・輸精管は肉眼的には左側は線状になっ

て見えたが，右側はその痕跡しか分らなかった。皐丸

以小形で少し丸味を呈し，大きさは 12.6x5.3mmで

怠った。去勢した部{立(右側〉には皐丸の再生は見ら

れなかった(第9図〕。 顕微鏡でその組織を見ると細

精管の発育ね:甚だ悪〈て，その内部には唯一層の精原

細胞の細胞層を含むのみで怠った。精細胞の存在など

全然見られない(第 14図〉。

第 7表 半去勢鶏にホルモン注射 Lたもの
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考察

比較区と突験区とに於いて夫々比較をして見る。

1. 正常雄鶏と正常雄鶏に*'レモン注射したものと

の比較

1) 肉冠及び羽装・・・・実験開始の際は大体同じ肉冠

の大きさであったがp 始めより差を生じ比較鶏は増大

する一方で、3Dるたる8月 24日 (5回目の注射〉では

約2倍の差を生じた。実験鶏は少しずつ増大tましたが

10月9日 (5回目の注射後 43日目， 63日目)にな

ると約2.8倍の主:が生じた。この頃より実験鶏は雌型

の傾向を現わし比較鶏とは性的差違申j然とじた(第5，

3図，第 6，3表〕。

2) 体重・…両群の重量は 10月9日 (63日目〉ま

で殆んど同じでるったが7回目の注射(10月 17日〉

の頃より実験鶏は約 75gr.(平均〉の差を生じその

差の状態を続けた(第2図3 第 6，3表〉。

3) 精巣・・ー比較に用いた正常鶏は両侭)j共成熱した

主主丸をもっていたが3 実験鶏では右側は細長く左側は

丸味のある小形を現わlAc:。輸精管にても比較に用い

たE常鶏の成瀬状態は極めて芭常で緬状によ〈発達し

肉眼でよ〈認められたが2 実験鶏にては白い線状のも

のしか見えず，明らかに比較に用いた正常鶏との差が

認あられる(第 8，10図〉。星雲丸の組織を顕微鏡的に

比較観察をして見ると，比較に用いた正常鶏は細精管

が極めて大き〈精子形成が盛ピ行われていた。実験鶏

にては細精管の発育が悪〈精子形成が行われず，精原

細胞の細胞層のみを含むだけだった(第四，15，16図〉。

2. 正常雄鶏と半去勢鶏に*，レモン注射したものと

の比較

1) 肉冠及び羽装.，・・笑験鶏は 28日目 (5回目の

注射後9日目〉頃には肉冠は縮小を続けたが，比較に

用いたE常鶏の肉冠の約;~の大きさで2らった。 10 月

14日 (6回目の注射〉頃には比較鶏は約 3.5倍とな

り，実験鶏はこの頃より雌型の傾向を示した。更に実

験終了の 115日目では約5倍となり，ここに判然と比

較鶏と区別出来る様に実験鶏の性徴は雌型の傾向を現

わした(第 4，5図，第 7，3表〉。

2) 体重・・・実験開始のときは何等差を認めなかっ

たが，実験鶏は 10月24日 (78日目 9回目の注射〕

頃より約 1カ月間増加せず，その後急に増加L注射終

了の頃 (11月5日〉では比較鶏との差は 248gr.(平

均〉となってその後もとの状態を続けた(第2図，第

3， 7表〉。

3) 精巣・ー-皐丸吃おいては外形は勿論ぞの組織を

顕微鏡的に比較観察して見ても大雪な差をもっ。即ち

実験鶏は細精管は小さ〈その発育が悪<，叉その内部

には精原細胞のみで精細胞はなかった。比絞鶏にては

細精管は極めて大きく精子形成が盛に行われ・無数の

精子力:形成されているのをみる(第 14，15， 16図〉。

3. 全去勢鶏と正常雄鶏に*'レモン注射したものと

の比較

1) 肉冠及び羽装・・・両群共5回目の注射 (8月26

日〉の終つての 10日聞の差は余り認められず，叉こ

れより平行Lて除与に増大してその差は 100-150と

なるが，肉冠のみでは両群聞の違いは余り認められな

かった。しかし羽装の点においては実験鶏は完全に雌

型の傾向を示Lたがp 比較鶏は頭部の肉冠は雌型を示

じ羽装は中間型を示した(第 3，7図p 第 5，6表〉。

2) 体重-・・ 9月5日 (28羽目〉頃まで比較鶏は笑

験鶏と約 100gr.の差をもって増加したが， 9月初日

(43日目， 5回自の注射後 23日目〉頃には約 200gr. 

となり 10月 18臼 (72日目， 7回目の注射〕頃には

約 220gr.の差となって，ここに著しい遠いを示した

(第2図，第 5，6表〉。

3) 精巣・・・・(第 8，12， 13図〉。

4. 全去勢鶏と半去勢鶏にホルモン注射したものと

の比較

1) 肉冠及び羽装・・・・実験開始のときより両群共肉

冠は9月5日 (28日目， 5回目の注射後9日目〕まで

縮小を続けたの 6回目の注射 (10月 14日〉の終る頃

では，比較鶏は実験鶏と約200の差で僅.か大ぎくなっ

た。実験鶏はこの頃より雌型に近い傾向を現わしたが

比較鶏は肉冠のみで羽装については115日目では尾羽，

鞍羽及び頚羽は特に発達して中間型を現わした(第4，

T図，第 5，7表〉。

2) 体重・‘・・ 9月 28日 (51日目〉頃までは比較鶏

は実験鶏と 50---80gr.の差で何等変化がなく増加し

た。その後約 150gr.の差となったが，実験鶏はその

頃より体重の増加は少なかった(第2図，第5，7表〉。

3) 精巣・・・・(第 9，12， 14図〉

5， 半去勢鶏と正常雄鶏に*'レモン注射したものと

の比較

1) 肉冠及び羽装・・・・実験鶏は 63日間 (10月9日〉

頃より完全に雌型の傾向を強〈したが，比較鶏は 51

日目 (9月 28日〉頃より肉冠は雄Z裂を示し羽装は

ff'i中間型を呈ず様になり判然と区別出来た(第3，6図，

第 4，6表〉。
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2) 体重-一実験開始のとぎは約 70gr.の差で両

群は夫々増加したが，この実験終了の 115日目におけ

る差は余りなく大体似た増加を見せた〈第2図，第4，

6表〉。

3) 精巣・・・・両群共2 輸精管は勿論皐丸及びその組

織の発育が惑し精子の形成は認められず，唯精原細

胞の層のみで精細胞の存在は見られない(第 8，11， 

13， 17図〉。

6. 半去勢鶏と主辞表勢鶏に*，レモン注射したものと

の比較

1) 肉冠及び羽装ー・・実験開始より肉冠は両群とも

減少し， 12日目 (8月 19日 3回目の注射〉に至り

比較鶏は増大したが，実験鶏は増大するのが見られな

く 72日目 (10月28日〉頃より少し増大したが3 こ

の頃より雌型の傾向を強くした。しかし比較鶏は 51

日目 (9月 28日〉をすぎる頃より肉冠は増大し雄型

を示し羽装は手段中間型を呈ず様になり，刊号告と区別

出来る様になった(第 4，6図，第 4，7表〉。

2) 体重・・・・開始より比較鶏は約 60gr.の差で増

加したが 78日目 (10月24日〉をすぎる頃より尚も

差を生じ115日目には 120gr.となったがp 増加は続

けていた(第2図，第 4，7表〉。

3) 精巣ー・・実験鶏の皐加土比較鶏より小さく輸精

管は左側のみ肉眼的に線状として認められた。 fお皐丸

は共に細長く丸味のらる形をしていた(第9，11図〉。

顕微鏡的に皐丸の組織を比絞観察して見ると，弱者共

に細精管の発育が甚だ悪しその内部には唯一層の精

原細抱の細胞層を含むのみで、あった(第 14，17図〉。

次に実験鶏と比較正常鶏とに於いて詳細な比援をし

て見る。この比較は凡て解化後204日!ヨ(笑験開始後

115日目，12月1日)のものに就いて行ったものである。

[ 1 ) 肉冠及び羽装について見ると，実験鶏の肉冠

はその発育の程度が比較鶏に比して著しく萎縮し，恰

も雌性の如き外観を呈していて比較鶏の肉冠とは比す

べくもない。羽毛においても頭部，背部及び尾部の発

育が阻止され，外観は殆んど雌型のものに近い(第3

-7図〕。

以上の事実よりして肉冠及び羽装等の形状が治んと

雌型に近い変化を塁していることを認知し得るので為

る(第8表〉。

(2) 体重について見ると第9表に示ず如く，実験

鶏は比較鶏に比L発育が遅〈平均重量は少し、。しかし

正常雄鶏にホルモン注射した群は半去勢鶏の群と略同

じ重量をもっていた。又半去勢鶏にホルモン注射した

群は一番発育が遅し雌性への転化を示すものではな

いかと思う。

(3) 精巣について見ると皐丸の組織を顕微鏡的に

比較観察では実験鶏の精巣における細精管の発育は甚

だ悪<，その大きさが非常に小さくてその内部には唯

一層の糖尿細胞の層が存在するのみで精細胞の存在等

全然見られなし、。この発育の状態は生後 8カ月の雛の

精巣と殆んど差違を認めない。第四図は生後3カ月

の雛の精巣(本実験開始のとき行った去勢による皐丸

除去のもの〉で，それと第 13図及び第 14図を比較

すれば治んど差のないことが了解される。即ち実験鶏

の皐丸は実験開始当時のままでその発育が停止されて

上ヒ 絞

第 8表 笑験鶏及び比較鶏の肉冠，羽装比較(僻イ七後 204日目)

鶏鶏 実 験

E 常士lIi鶏 牛去勢鶏 会 去 勢 鶏
正常雄鶏に 1卒去勢鶏に
ホノレモン注射|ホノレモン注射

1l::lつまl-i-iベ十lt-

上lニ 軟

第 9表 実験鶏及び比較鶏の体重比較 (gr.)

鶏鶏 実 験

~.=:f::.~.0ß.. A+_~. \YÓ 正常雄鶏に 1半去勢鶏に
疋常雄鶏|宇去勢鶏|会去勢鶏!ホルモン注射 lホルモン注射

f>FJ!('ps] 1-_-1・ 2印 |1， 21~2~I 1，420 1-川|川
範問 11， 220~1，測! 1，06叫 360I五瓦而0-

1
1，120-1，320 l--g却-1.ω
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いたとJ思われる。これに比較して生後204日目の比較

鶏の精巣そ見ると細精管は極めて大き<:，その内部で

は活滋に生殖細胞が分裂し，多数の精子が作られてい

る。即ち糖祖細胞，第一及び第二精母細胞は盛に分裂

し精子形成の盛に行われ，無数の精子が形成されてい

るのを見る(第 15，16図〉。

以上の観察結果から源胞ホルモ yの注射に依って皐

丸に於ける精子形成は全然阻止され，体重及び第二次

性徴は殆んど雌鶏に近い転換を起すことを知ったので

るる。こ¢結果は林 ('43，'47)のx-線及び源胞ホル

モン処理により得られたものと同様で、るって，半去勢

鶏 1こi喧胞ホノレモ y注射を行つでも同様な結果即ち雌鶏

裂を得ることが出来た。

綜括

白色レグホー Y種の若雄及び半去勢鶏(生後約3ヵ

月〉に穏胞ホルモ γを注射して，若雄，半去勢鶏及び

全去勢鶏と比較して見た。

若雄を半去勢すると肉冠は雄型，羽装は中間型とな

った。全去勢すると肉冠は雌型，羽装は中間型となり

雌型に近く転化出来なかった。若雄及び半去勢鶏にi慮

胞ホルモンを注射すると肉冠，羽装共に雌型に近〈転

化出来た。

体重は正常雄，半去勢鶏及び全去勢鶏の重量に達し

たものは少なぐ，体形骨骨品等の大きさp 均衡は雌化の

傾向が認められた。

精巣は鴻胞ホルモン注射によって精子形成は阻止さ

れ不能となった。

以上のことから若雄を半去勢及び全去勢しても，雌

性の傾向は現わさなかったが，穏胞ホルモンを若雄及

び半去勢鶏に注射すると精巣の発育を阻止し体重及び

肉冠，羽装等の第二次性徴は雌に近〈転化することが

判った。

内分泌が性分化を如何なる程度に支配するかは興味

忘る問題であるが，本実験がその一環の研究として鴻

胞ホルモシが，雄性分化にある程度関係の主うる事が判

った事は今後の研究の一つの指針となるものである。
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Sum.m.ary 

The follicular hormone has been adminis-

trated into the young cock and half-castrated 
3 months old cock. When the young co巴kis 

received one sided castration (half-castration) 

the comb retains male aspect while the plu司

mage shows intermediate sex type. By the 
total castration the comb changes to female 

type and the plumage becomes intermediate 

one. 
By applying the follicular hormone to the 

young cock or half-castr叫 ;edcock， there de-
velops female type in the comb and plumage. 

The injected cock does not attain the body 
weight of the normal control male. It is also 
inferior in body weight as compared with the 

half-castrated or total-castrated cock which 
has not received the inj印 tion.

The external feature of the body and ske-

leton assume the female type in the injected 

co巴k. By the administraion of the follicular 

hormone the spermatozoa formation in the 
testis of the young cock is retarded. 

If the young cock is received half-or total-

castration，七hereappears no tedency of the 

feminization but when the follicular hormone 

is administrated into the young c∞k or half-

castrated cock the secondar sexual charaters 

inc1uding the body weight， the comb and the 
plumage feminize the development of the te-

stis having been retarded. From this experi-

ment it has been suggested that in the grow-

ing animal the internal secretion affects the 

sex determination to some extent. 


